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条例

条例 教育

副町長定数1人→2人以内は否決

町長給与年額を800万円へ 学校給食センター工事始まる

「武豊町副町長定数条例の一部改正について」
今まで１人であった副町長の定数を２人以内にする
条例の改正ですが、否決となりました。

「武豊町長の給与の特例に関する条例の制定
について」
鳥羽町長の給与を1,450万円（R7年からは1,550万円）
から800万円に減額するための特例の条例制定です。

「学校給食センター新築工事の請負契約締結」
建築工事は、岩部建設株式会社。
電気設備工事は、JFEプラントエンジ株式会社。
機械設備工事は、ダイダン株式会社。
令和8年7月31日完成予定です！

なぜ副町長が2人必要なのか。
多様化する住民ニーズを的確に捉え、住民
サービス向上のため、行政出身者1人と民間
出身者から1人の2人体制が必要と考える。

副町長1人に係る費用はどれくらいか。
給料、期末手当、共済組合・退職手当組合負
担金合わせて、年間1,660万円程度。

なぜ、800万円なのか。
当初2割3割カットを考えていたが、 
愛知県内で最低水準である名古屋 
市長の給与額を参考に、町長としての覚悟を示したい。

他への影響はないのか。
鳥羽町長の任期中に係る特例条例であるため、鳥羽町長
に限り適用される。

まず、1人を決めるべきではないか。
優秀な人材がいたら、迅速に選任したいため、先に条例
改正をしたい。

アドバイザー的な役割である特任顧問でもいいのではな
いか。
特任顧問は非常勤であり、勤務日数が限られる。優秀な
人材であれば、コンサル費用も抑えられると考えている。

令和7年 第2回定例会　6月3日（火）〜 24日（火）
定例会とは１年に４回開かれる議会のことです。
武豊町一般会計補正予算を含む９件の審議を行いました。

▶6月定例会の流れ

3日
開　会

町から議会に対して議案の説明が
あります。

5・6日
一般質問

議員が町政について自由に質問を
します。

13日
議案に対する質疑

議案に対する質問をします。

17・18日
3常任委員会

議案をそれぞれの分野に分けて 
各委員会が詳しく審査をします。

委員会の種類
●総務企画委員会
●文教厚生委員会
●建設経済委員会

24日
採決・閉会

委員長による報告や議員討論を行
い、議案について可否を決めます。

議員から質問！

議員から質問！
議員から質問！
災害時の対応は、考えて 
いるか。
ポータブル発電機や移動 
式の釜を配備。パックご 
飯やレトルトなど対応で 
きるよう考えている。
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議員討論
議案第43号　武豊町副町長定数条例の一部改正について

議案第44号　武豊町長の給与の特例に関する条例の制定について

町議会の議員討論は、お互いに議論を交わし合うこと
ではなく、賛否の理由を述べることにより自分の意見
に賛成・同調することを他の議員に求めることです。

反対
討論

反対
討論

賛成
討論

きずな 

青
あおき

木 信
しんや

也

本
もとむら

村　強
つよし

　
きずな 

鈴
すずき

木 一
かずなり

也 　梶
かじた

田　進
すすむ

　

　梶
かじた

田　進
すすむ

　

専門知識有する
　　特任顧問の採用を！

　まずは行政出身の副町長を選任
し、スムーズな行政運営に努める
ことが先決である。
　町長マニフェストや新たな施策
の実現のためには、民間出身の副
町長の確保よりも、その内容の専
門知識を有する人材を特任顧問と
して採用するべきと考える。

肩書きに就職されかねない！

　現在の給与体系では、優秀な民
間人材を採用することはできない
が副町長としてならば採用の可能
性があると町長は言う。「副町長」
という役職に就職されれば、本来
の職務を逸脱しかねない。

　名古屋市と
　　　　同額に反対！
　町長給与800万円とする根拠も
示されず、人口も財政規模も、全
く別レベルの名古屋市と同額にす
る必要はなく、名古屋市以下の水
　　　　　　　準が妥当であると
　　　　　　　　　思い反対する。

町長給与は
当人の意思で！
　給与減額を行財政改革の手段に
利用すべきではないと考えるが、
個人が受け取るべき給与、退職手
当等について受け取るべきか否か
は、当人の考えに
基づいて決定
すればよい。

会　派　名 きずな 公明党
議員団

政和
クラブ たけとよ 無会派

採
決
結
果議案

番号
議案名と主な内容

（議案名は一部省略しています）

青
木　
信
哉

鈴
木　
一
也

松
本　
万
之

鈴
木　
絢
賀

甲
斐
百
合
子

鳥
居　
美
和

南　
　
賢
治

石
川
よ
し
は
る

福
本　
貴
久

久
野　
　
勇

櫻
井　
雅
美

梶
田　
　
進

石
川　
喜
次

谷
川
健
一
郎

本
村　
　
強

石
原　
壽
朗

議案
第43号

武豊町副町長定数条例の一部改正につ
いて ● ● ● ● ● ● ● 議　

長

● ● ○ ● ● ● ● ● 否

議案
第44号

武豊町長の給与の特例に関する条例の
制定について ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ 可

他７議案は全員賛成により可決されました。　 議案の採決結果一覧はこちら▶▶▶

採決結果で意見が分かれた議案（６月臨時会） ○：賛成　●：反対　−：欠席　議長は採決に加わりません。

適正報酬を
　受けるべき！

　世間ではお金が無い時に「首が回ら
ない」という。報酬減額して町長の首
が回らないと、全町民を見渡した政策
運営ができない。選挙公約は大事だが、
　　　　　　　それこそ公約違背にな
　　　　　　　　　る。報酬審議会答
　　　　　　　　　申の適正報酬を受
　　　　　　　　　けるべきだ。
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質
問
に
は
会
派
代
表
で
行
う
も
の
と
、個
人
質
問
が
あ
り
ま
す
。

各
記
事
は
質
問
を
し
た
議
員
本
人
が
作
成
し
て
い
ま
す
。

Q
町
民
税
５
％
減
税
の
目
的
は
。

町長
町
民
の
税
負
担
が
軽
減

さ
れ
る
。
ま
た
「
日
本
で
一
番

税
金
の
安
い
町
」
は
定
住
先
を

選
択
す
る
上
で
明
確
な
優
位
性

と
な
り
移
住
者
を
増
し
税
収
も

上
が
る
良
い
循
環
を
創
り
出
せ

る
。

Q
減
税
を
実
現
す
る
方
法
は
。

町長
個
人
の
住
民
税
は
、
愛

知
県
に
納
め
る
県
民
税
と
武
豊

町
に
納
め
る
町
民
税
に
分
け
ら

れ
る
。
町
民
税
の
部
分
の
「
所

得
割
の
税
率
」
及
び
「
均
等
割

り
の
税
率
」
を
そ
れ
ぞ
れ
５
％

減
税
す
る
。

Q
減
税
で
の
財
政
負
担
は
。

町長
歳
入
面
で
は
国
庫
補
助

金
の
有
効
活
用
や
将
来
負
担
を

勘
案
し
た
地
方
債
の
発
行
、

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
事
業
や
ふ

る
さ
と
寄
附
の
充
実
を
図
る
。

歳
出
面
で
は
事
業
の
継
続
、
廃

止
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
等
、

的
確
に
選
択
す
る
こ
と
や
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
よ
る
効
率
的
な
行
政

運
営
の
徹
底
を
図
る
。

Q
５
％
減
税
の
対
象
者
数
と
減

税
額
は
。

総
令
和
７
年
５
月
９
日
時

点
で
対
象
者
は
２
万
４
１
１
４

人
。
お
よ
そ
１
億
４
３
０
０
万

円
。

Q
減
税
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
は
。

総
給
与
所
得
者
の
夫
婦
と

子
ど
も
二
人
の
世
帯
で
、
試
算

す
る
と
給
与
収
入
５
０
０
万
円

で
減
税
額
は
４
１
０
０
円
。

会 

派 

代 

表

一
般
質
問

［6月5日・6日］
15人の議員が質問

議
員
が
町
政
を
問
う

テ
レ
ビ
で
議
会
を

議会を

観
て
み
ま
せ
ん
か
？

傍聴できます！

一般質問の様子がテレビで放送され
ます。
9/13（土）・20（土）9時〜
CCNCケーブルテレビにて放送予定!

どなたでも傍聴が可能です。
2階の議場の入り口にて受付
をしております。
お気軽にお越しください。 傍聴のご案内

《答弁部署の略号》 総  総務部　　 企  企画部　　 福  健康福祉部　　 経  生活経済部　　 建  建設部　　 教  教育部

　５％減税 実施時期は
　令和８年度からの実施目指す

減税による低所得者への減税
額は少ない。減税による行政
サービスの低下が懸念される。

きずな 青
あおき

木 信
しんや

哉

給与収入 減税額／年

２５０万円 ２００円

３００万円 ３００円

５００万円 ４１００円

７００万円 ８２００円

１０００万円 １５６００円

次
回
の
議
会
は
…

令和7年 第3回定例会（予定）

※予定は変更する場合があります。
　詳しくはホームページをご確認ください。

8/21(木) 請願・陳情提出期限

29(金) 9：00　開会

9/ 2(火) 9：00　一般質問1日目

3(水) 9：00　一般質問2日目

12(金) 9：00　議案に対する質疑

16(火) 9：00　文教厚生委員会

17(水) 9：00　総務企画委員会

19(金) 9：00　建設経済委員会

 25(木)14：00　閉会
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会 

派 

代 

表

Q
町
民
税
減
税
や
起
債
の
際
は
、

総
務
省
の
許
可
が
い
る
と
聞
く

が
、
ど
の
よ
う
に
ク
リ
ア
す
る

の
か
。

総
町
民
税
減
税
に
係
る
総

務
省
の
許
可
に
つ
い
て
、
愛
知

県
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
総
務

省
の
許
可
は
必
要
な
い
。
し
か

し
地
方
債
の
発
行
、
い
わ
ゆ
る

起
債
は
、
町
民
税
減
税
を
実
施

す
る
こ
と
で
、
通
常
と
異
な
る

対
応
が
必
要
と
な
る
。
具
体
的

に
は
、
通
常
、
地
方
債
を
発
行

す
る
場
合
に
は
、
愛
知
県
知
事 

の
同
意
を
得
る
が
、
減
税
を
実

施
し
た
場
合
に
は
、
同
意
で
は

な
く
許
可
を
得
る
こ
と
と
な
る
。

愛
知
県
知
事
に
よ
る
許
可
で
は
、

世
代
間
の
負
担
の
公
平
へ
の
影

響
や
地
方
税
収
の
確
保
の
状
況

な
ど
を
勘
案
す
る
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
許
可
を
得
ら

れ
る
よ
う
、
減
税
に
よ
る
減
収

額
を
上
回
る
行
政
改
革
の
取
組

な
ど
を
示
し
て
い
く
。

Q
が
ん
検
診
に
す
い
臓
が
ん
検

診
を
増
や
せ
な
い
か
。

福
現
在
、
す
い
臓
が
ん
検

診
と
し
て
効
果
的
な
検
査
項
目

が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

　
是
非
、
尾
道
方
式
な
ど
取
り

入
れ
て
、
多
く
の
住
民
の
皆
さ

ん
が
、
健
診
を
受
け
て
健
康
寿

命
を
伸
ば
し
て
頂
け
る
よ
う
、

そ
し
て
早
期
発
見
・
早
期
治
療

の
診
察
診
断
の
き
っ
か
け
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
膵

が
ん
教
室
な
ど
啓
発
活
動
の
推

進
、
特
に
、
す
い
臓
が
ん
の
が

ん
検
診
設
立
を
切
に
お
願
い
し

た
い
。

Q
本
町
に
お
い
て
、
過
去
に
道

路
陥
没
が
発
生
し
た
事
例
の
対

応
と
原
因
は
？

建
通
報
後
す
ぐ
に
、
土
木

課
職
員
が
現
場
を
把
握
し
、
事

業
者
に
よ
り
補
修
対
応
し
ま
し

た
。

　
原
因
に
つ
い
て
は
、
令
和
２

年
度
の
２
件
、
３
年
度
、
６
年

度
の
１
件
は
、
雨
水
管
の
継
手

箇
所
が
経
年
劣
化
に
よ
り
腐
食

し
、
土
砂
が
流
れ
込
ん
だ
こ
と
。

令
和
５
年
度
と
６
年
度
の
１
件

は
、
経
年
に
よ
り
地
盤
が
下

が
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

Q
本
町
で
地
中
レ
ー
ダ
ー
探
査

を
導
入
す
る
考
え
は
。  

建
ま
ず
は
、
管
路
内
調
査

を
実
施
し
、
実
施
箇
所
の
精

査
・
探
査
に
か
か
る
費
用
面
な

ど
を
考
慮
し
、
調
査
研
究
す
る
。

Q
上
下
水
道
の
老
朽
化
の
現
状

は
。建

上
下
水
道
の
う
ち
、
汚

水
管
は
標
準
耐
用
年
数
50
年
で
、

耐
用
年
数
を
超
え
て
い
る
管
は

な
い
。

　
雨
水
管
は
、
施
工
年
度
が
不

明
の
管
が
多
数
あ
る
。
陥
没
な

ど
道
路
損
傷
が
な
い
か
安
全
点

検
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い

る
。

　
水
道
管
は
、
標
準
耐
用
年
数

の
40
年
を
超
え
る
老
朽
管
が
約

77
㎞
あ
る
。

　
「
配
水
支
管
更
新
計
画
」
に

よ
り
配
水
管
布
設
替
え
工
事
を

順
次
実
施
し
て
い
る
。

　空洞調査にレーダー探査は

　住民税５％減税の試算は

　まずは、管路内調査を実施

　およそ1億4300万の減税

目に見えないインフラ更新や
道路空洞化調査は、町民の安
全な生活のため重要です。

公明党議員団 甲
かい

斐 百
ゆりこ

合子

町民税5％減税は、絶対ダメ‼
地方債を発行する場合かなり
難しいハードルとなる。もっ
と深く議論をすること。

政和クラブ 南
みなみ

　賢
けんじ

治

▲路面下空洞探査車 Dper

▲尾道方式でチェックしているすい臓がんの危険因子
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個 

人 

質 

問

　中学校給食費の無償化実施は
　費用は約8千万円。早期に

選挙戦を125票の僅差で勝利

した鳥羽町長。ノーサイドで

町民思いの政治を。

本
もとむら

村　強
つよし

　

Q
町
長
は
選
挙
戦
で
中
学
校
給

食
費
の
無
償
化
を
訴
え
た
。
費

用
と
実
施
時
期
は
。

教
費
用
は
約
８
千
万
円
と

見
込
ん
で
い
る
。
実
施
時
期
は

そ
の
他
の
施
策
と
の
バ
ラ
ン
ス

を
見
な
が
ら
判
断
。

Q
選
挙
戦
で
は
、
両
候
補
者
と

も
中
学
校
給
食
費
の
無
償
化
を

訴
え
て
い
た
。
町
民
は
ど
ち
ら

の
候
補
が
勝
っ
て
も
、
無
償
化

が
実
現
す
る
と
期
待
し
て
い
る
。

も
し
、
ず
る
ず
る
と
実
施
が
遅

れ
れ
ば
、
政
治
不
信
、
選
挙
不

信
に
な
り
得
る
。
そ
の
責
任
は

極
め
て
重
い
と
考
え
る
が
ど
う

か
。教

実
施
時
期
の
明
言
は
で

き
な
い
が
、
で
き
る
だ
け
早
期

の
実
施
を
目
指
し
た
い
。

Q
町
長
の
「
１
万
円
で
30
％
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
の
事
業
内

容
は
。

経
現
時
点
で
は
未
定
。

Q
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
が
買
え

な
い
と
い
う
方
へ
の
対
策
は
。

経
今
の
と
こ
ろ
考
え
て
い

な
い
。

　　
他
に
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、

保
育
園
の
民
営
化
、
住
民
税

５
％
減
税
な
ど
の
公
約
の
件
、

副
町
長
人
選
の
件
」
に
つ
い
て

質
問
。

会 

派 

代 

表

Q
個
人
町
民
税
５
％
減
税
の
対

象
人
数
は
。

総
人
口
約
４
万
３
千
人
の

内
、
２
４
１
１
４
人
で
あ
る
。

Q
減
税
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
な

い
非
課
税
者
数
は
。

総
１
９
２
８
５
人
で
あ
る
。

Q
減
税
額
が
２
０
０
円
の
方
の

年
収*

は
。

総
給
与
収
入
で
は
、
93
万

円
か
ら
１
０
０
万
円
の
方
で
あ

る
。

Q
年
収
５
０
０
万
円
、
１
０
０

０
万
円
、
１
５
０
０
万
円
、
２

０
０
０
万
円
の
方
の
減
税
額*

は
。総

７
５
０
０
円
、
１
９
９ 

０
０
円
、
３
３
７
０
０
円
、
４

８
５
０
０
円
で
あ
る
。

Q
減
税
額
が
10
万
円
以
上
の
方

の
年
収*

は
。

総
３
５
０
０
万
円
以
上
の

方
で
あ
る
。

*

年
収
額
・
減
税
額
は
、
単
身

世
帯
で
一
定
条
件
で
の
試
算

　　
武
豊
町
の
よ
う
な
小
規
模
自

治
体
で
は
、
わ
ず
か
な
減
税
で

も
財
政
バ
ラ
ン
ス
が
大
き
く
崩

れ
る
危
険
も
あ
る
。
１
年
間
で
、

１
億
４
千
３
百
万
円
も
税
収
を

減
少
さ
せ
て
、
減
税
を
す
る
効

果
や
意
味
が
伝
わ
ら
な
い
。
町

長
に
は
、
個
人
町
民
税
５
％
減

税
に
つ
い
て
、
考
え
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

　年収９３万円〜１００万円は
　１年間の減税額は２００円…

個人町民税５％減税恩恵を受
けることができない非課税者
は１９，２８５人も！

たけとよ 福
ふくもと

本 貴
たかひさ

久
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　DX推進室（仮）の設置は

　町長選に立候補した思いは

　来年度に向け検討する

　武豊町を元気にしたい

全部署横断的に、スピード感

と責任をもってＤＸ推進を担

当する組織編成を。

谷
たにがわ

川 健
けんいちろう

一郎

今後進める重点施策と副町長

の選任について、新町長の考

えを問う。

石
いしかわ

川 喜
よしじ

次

Q
本
町
に
お
け
る
、
Ｄ
Ｘ
推
進

の
計
画
と
進
捗
は
。

企
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
は
本
年

度
中
の
策
定
を
目
指
し
て
い
る
。

現
在
、
武
豊
町
情
報
化
推
進
本

部
等
で
協
議
を
重
ね
て
い
る
。

ま
た
、
今
後
、
総
務
省
が
認
定

し
た
地
域
情
報
化
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
支
援
を
受
け
る
予
定
で

あ
る
。

Q
住
民
サ
ー
ビ
ス
オ
ン
ラ
イ
ン

化
の
現
状
と
課
題
は
。

企
現
在
38
項
目
の
手
続
き

を
オ
ン
ラ
イ
ン
化
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
十
分
に
活
用

さ
れ
て
い
な
い
課
題
が
あ
る
。

Q
施
設
予
約
を
、
仮
予
約
だ
け

で
な
く
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
完
結

で
き
な
い
か
。

企
現
在
、
あ
い
ち
電
子
自

治
体
推
進
協
議
会
の
シ
ス
テ
ム

を
利
用
し
て
い
る
。
令
和
９
年

１
月
の
シ
ス
テ
ム
更
新
に
合
わ

せ
て
要
望
を
し
て
い
く
。

Q
迅
速
な
Ｄ
Ｘ
推
進
の
た
め
Ｄ

Ｘ
推
進
室
（
仮
）
を
設
置
す
る

予
定
は
。

町長
来
年
度
、
役
場
電
算
室

や
若
手
職
員
を
中
心
に
、
町
内

専
門
家
の
協
力
も
含
め
、
設
置

を
検
討
す
る
。
そ
れ
に
伴
う
デ

ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
な
ど
、
年

内
に
で
き
る
こ
と
か
ら
実
施
し

て
い
く
。

Q
今
後
の
施
策
の
重
点
は
。

企
現
段
階
で
は
「
減
税
政

策
」「
庁
舎
移
転
、
名
鉄
武
豊

駅
前
再
開
発
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
」「
子
育
て・教
育
」

「
高
齢
者
の
買
い
物
支
援
」
で

あ
る
。

Q
減
税
率
５
％
と
す
る
理
由
は
。

町長
政
策
コ
ス
ト
や
効
果
を

考
え
、
５
％
と
し
た
。

Q
減
税
に
こ
だ
わ
る
理
由
は
。

町長
１
回
限
り
の
生
活
応
援

券
な
ど
に
比
べ
費
用
対
効
果
が

得
ら
れ
る
と
考
え
る
。

Q
減
税
に
よ
る
効
果
の
目
標
値

を
定
め
る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

町長
効
果
に
は
減
税
以
外
の

要
素
が
含
ま
れ
定
め
ら
れ
な
い
。

　
　Q

「
ゴ
ー
ル
あ
り
き
の
ま
ち
づ

く
り
」
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
。

町長
意
見
交
換
会
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
、
自
ら
住

民
の
声
を
聞
く
「
対
話
」
中
心

の
ま
ち
づ
く
り
を
行
い
た
い
。

Q
副
町
長
選
任
の
状
況
は
。

町長
職
員
面
談
で
の
意
見
も

考
慮
す
る
中
で
、
適
し
た
人
材

を
探
し
て
い
る
。

Q
内
部
登
用
、
外
部
登
用
の
人

選
に
あ
た
っ
て
の
考
え
は
。

町長
両
方
視
野
に
入
れ
、
将

来
的
に
は
行
政
、
民
間
出
身
の

２
名
体
制
を
考
え
て
い
る
。

▲ＤＸ推進でどこでも窓口化
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　コミュニティバスの将来は

　RSワクチン接種に助成金は

　町民とのワークショップで

　国や他市町の動向を注視する

コミュニティバスに対する町

民からの要望を、どの様な方

策で解決するのか。

たけとよ 久
くの

野　勇
いさむ

　

免疫力が落ちた高齢者が感染

すると重症化し肺炎になる事

が多いとされています。注意！

公明党議員団 鳥
とりい

居 美
みわ

和

　
鳥
羽
町
長
の
「
ま
ち
づ
く
り

の
政
策
提
案
集
」
に
は
「
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー
ト
再
編

や
往
復
が
出
来
、
さ
ら
に
便
利

な
ル
ー
ト
に
し
て
い
く
。
ま
た

自
動
車
の
免
許
返
納
者
に
シ
ニ

ア
カ
ー
購
入
支
援
、
買
い
物
タ

ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
等
買
い
物
に

困
ら
な
い
よ
う
に
す
る
。
将
来

的
に
は
民
間
の
介
護
・
医
療
施

設
と
連
携
し
交
通
支
援
、
Ａ
Ｉ

デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、
自
動
運

転
技
術
を
活
用
し
た
交
通
支
援

を
目
指
す
」
と
提
案
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
今
後
の
武
豊
町
の
将
来
が
非

常
に
明
る
く
な
る
良
い
提
案
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
提
案
に
留

ま
ら
ず
実
現
に
向
け
積
極
的
に

動
い
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　
今
回
は
早
急
に
対
策
が
必
要

と
思
わ
れ
る
町
民
か
ら
の
コ
ミ 

ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
要
望
に
つ
い

て
質
問
し
た
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
ル
ー

ト
再
編
、
運
行
時
間
の
延
長
、

空
白
地
域
の
対
策
は
。

総
町
長
み
ず
か
ら
参
加
し
、

町
内
全
域
の
住
民
を
対
象
と
し

た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
公

共
交
通
会
議
に
お
い
て
協
議
し

て
い
く
。
ま
た
空
白
地
帯
の
対

応
は
現
在
接
続
タ
ク
シ
ー
を
組

合
せ
運
用
し
て
い
る
。　

Q
買
い
物
難
民
、
医
療
難
民
に

つ
い
て
の
対
策
は
。

総
具
体
的
な
構
想
は
な
い

が
９
月
上
旬
か
ら
開
催
予
定
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
参
加
者
と

一
緒
に
考
え
、
公
共
交
通
会
議

で
協
議
し
て
い
く
。

Q
本
町
に
お
け
る
高
齢
者
、
新

型
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、

肺
炎
球
菌
と
共
に
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
も
、
周

知
と
感
染
予
防
へ
の
注
意
喚
起

を
行
っ
て
は
ど
う
で
す
か
。

福
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
は
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

に
よ
る
急
性
の
呼
吸
器
感
染
症

で
、
乳
幼
児
に
多
い
感
染
症
で

す
。
ま
た
、
慢
性
呼
吸
器
疾
患

な
ど
の
基
礎
疾
患
の
あ
る
高
齢

者
や
免
疫
不
全
者
で
は
、
重
症

化
す
る
リ
ス
ク
が
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
て
お
り
、
注
意
が
必
要

で
す
。

　
本
町
と
し
て
も
、
肺
炎
な
ど

の
重
症
化
予
防
と
し
て
、
Ｒ
Ｓ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
の

周
知
と
感
染
予
防
へ
の
注
意
喚

起
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　
感
染
の
予
防
策
を
含
め
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
高
齢
者
肺
炎

球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
勧

奨
と
共
に
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て
も
、
広
報
紙
や

Ｈ
Ｐ
、
憩
い
の
サ
ロ
ン
な
ど
、

高
齢
者
の
集
ま
る
場
で
、
今
後

も
周
知
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

Q
少
し
で
も
高
齢
者
の
皆
様
が

接
種
し
や
す
い
よ
う
に
、
本
町

と
し
て
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
用
の
一
部
助
成
を

検
討
し
て
は
い
か
が
で
す
か
。

福
国
が
定
期
接
種
化
を
検

討
す
る
上
で
の
課
題
を
検
討
中

の
た
め
、
今
の
と
こ
ろ
考
え
て

お
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
な
が
ら
、

肺
炎
は
死
亡
要
因
の
上
位
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
も
肺
炎
の

発
症
や
重
症
化
予
防
に
努
め
つ

つ
、
国
の
議
論
や
他
市
町
の
動

向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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　みゆき通りに元気がないとは

　子育てしやすい町とは

　区画整理後３店舗に減少

　町民ニーズに合わせた支援

町長マニフェストを検証する

も、具体策がない。明確な実

現方法を求める。

きずな 鈴
すずき

木 一
かずなり

也

４／20に当選された鳥羽新町

長の掲げた数点の施策・マニ 

フェストを吟味していく。

きずな 松
まつもと

本 万
かずゆき

之

　
町
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
つ
い

て
、
私
が
、
こ
れ
ま
で
関
わ
っ

て
き
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
利

用
促
進
の
「
生
活
の
足
を
考
え

る
会
」
や
「
み
ゆ
き
通
り
発
展

会
」
に
参
加
し
て
い
る
中
で
の

話
題
を
参
考
に
質
問
し
ま
し
た
。

Q
バ
ス
２
台
で
の
往
復
ル
ー
ト

は
。総

具
体
的
な
ル
ー
ト
再
編

に
あ
た
っ
て
は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ 

ッ
プ
の
意
見
を
大
切
に
す
る
。

Q
み
ゆ
き
通
り
が
、
元
気
が
な

い
と
言
う
根
拠
は
。

建
知
多
武
豊
駅
東
土
地
区

画
整
理
事
業
の
施
行
前
は
、
８

店
舗
あ
っ
た
が
、
現
在
は
、
３

店
舗
に
減
少
し
て
い
る
。

Q
店
舗
数
が
減
少
し
た
だ
け
で

元
気
が
無
い
と
言
っ
て
い
る
の

か
。町長

他
の
質
問
者
に
も
答
え

た
が
、
そ
れ
以
上
で
も
以
下
で

も
な
い
。

Q
今
あ
る
空
き
地
は
民
地
だ
が
、

町
が
主
導
し
て
、
店
舗
な
ど
誘

致
は
出
来
る
の
か
。

建
土
地
の
利
活
用
は
、
原

則
、
土
地
所
有
者
の
意
向
で
決

め
る
も
の
だ
が
、
商
工
会
な
ど

と
調
整
し
な
が
ら
賑
わ
い
づ
く

り
の
方
法
を
を
模
索
し
て
い
く
。

Q
「
知
多
半
島
で
一
番
子
育

て
の
し
や
す
い
町
」
と
謳
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
今
後
は
ど

の
よ
う
な
取
り
組
み
を
し
て

い
く
の
か
。

福
「
子
育
て
と
仕
事
の
両

立
が
で
き
る
」「
子
ど
も
が
生

ま
れ
て
も
お
金
が
掛
か
ら
な

い
」
町
を
目
指
し
、
ま
ず
は
、

公
立
保
育
の
民
営
化
を
進
め

「
財
源
と
人
材
」
の
確
保
を
し

た
上
で
「
０
歳
児
か
ら
の
保
育

無
償
化
」
や
「
延
長
保
育
時
間

の
延
長
」
を
始
め
と
し
た
町
民

ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
「
子
育
て

支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
充
実
に
努

め
「
知
多
半
島
で
一
番
子
育
て

し
や
す
い
町
」
に
繋
げ
て
い
く
。

Q
「
最
近
、
武
豊
町
の
元
気
が

な
い
。
こ
の
10
年
間
が
武
豊
町

を
元
気
に
す
る
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
」
の
意
味
合
い
は
。

町長
約
30
億
円
ア
ッ
プ
し
た

償
却
資
産
の
税
収
も
減
価
償
却

に
よ
り
15
年
で
ア
ッ
プ
分
は
消

え
て
し
ま
う
。
さ
ら
に
人
口
減

少
に
よ
る
税
収
減
を
考
え
る
と
、

こ
の
10
年
間
が
最
後
の
チ
ャ
ン

ス
と
考
え
る
。

Q
街
路
樹
の
剪
定
基
準
の
明
確

化
や
主
に
大
木
を
対
象
と
し
た

樹
木
医
に
よ
る
診
断
を
実
施
さ

れ
て
い
る
か
。

建
一
般
的
な
剪
定
基
準
と

し
て
、
常
緑
樹
は
５
～
６
月
、

ま
た
は
９
～
10
月
に
、
落
葉
樹

は
11
月
～
３
月
を
目
安
に
剪
定

す
る
。
樹
木
医
に
よ
る
診
断
を

実
施
す
べ
き
基
準
に
該
当
す
る

大
木
は
町
内
に
な
い
。

▲現在のみゆき通り
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　子どもの多様な学びの保障は
　武豊モデルで実施していく

町全体で多様な学びの場を創

出し、豊かな生活を送れる町

でありたい。

 櫻
さくらい

井 雅
まさみ

美

Q
全
小
中
学
校
で
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境

が
整
備
さ
れ
た
が
、
児
童
生
徒

が
自
分
の
ペ
ー
ス
や
ス
タ
イ
ル

で
多
様
な
学
び
を
選
べ
る
具
体

策
は
。

教
不
登
校
児
童
生
徒
な
ど

個
別
に
あ
っ
た
学
び
の
場
の
選

択
が
可
能
と
な
る
、
授
業
配
信

や
タ
ブ
レ
ッ
ト
ド
リ
ル
を
使
用

し
た
学
習
の
活
用
な
ど
に
つ
い

て
、
周
知
を
進
め
て
効
果
的
な

活
用
に
つ
な
げ
て
い
く
。

Q
多
様
な
学
び
の
保
障
に
関
し

て
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
や
計

画
を
持
っ
て
い
る
か
。

教
新
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
で
は
「
武
豊
モ
デ
ル
」
を
掲

げ
て
お
り
、 

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

の
導
入
を
目
指
し
、 

不
登
校
児

童
生
徒
の
居
場
所
、
勉
強
す
る

場
所
の
創
出
を
進
め
て
い
く
。

Q
教
員
の
負
担
軽
減
や
支
援
体

制
の
強
化
と
し
て
、
ス
ク
ー
ル

ロ
イ
ヤ
ー
の
導
入
な
ど
人
員
体

制
に
つ
い
て
今
後
の
対
策
は
。

教
武
豊
モ
デ
ル
の
人
員
体

制
の
配
置
と
合
わ
せ
、 

改
め
て

あ
り
方
を
検
討
し
て
い
く
。

Q
多
様
な
背
景
を
持
つ
す
べ
て

の
人
が
、
安
心
し
て
学
び
続
け

ら
れ
る
生
涯
学
習
に
つ
い
て
、

目
指
す
姿
と
具
体
的
な
取
り
組

み
は
。

教
町
が
実
施
し
て
い
る
事

業
の
内
容
、
各
種
団
体
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
、
活
動
に
参
加

し
や
す
い
環
境
を
整
え
て
い
く
。

第3次
武豊町生涯学習
基本構想
2022～2031

令和4年3月
武豊町教育委員会

概要版

個 

人 

質 

問

　駅前道路の一方通行解除は
　現時点では計画がない

駅周辺のにぎわいづくりには、

一方通行の交通形態や庁舎利

用の制限など課題が多い。

 石
いしはら

原 壽
じゅろう

朗

　
「
武
豊
町
駅
西
グ
ラ
ン
ド
デ

ザ
イ
ン
」
で
役
場
周
辺
を
、
町

内
外
か
ら
多
く
の
人
が
集
い
、

多
様
な
交
流
が
生
ま
れ
る
「
に

ぎ
わ
い
創
出
エ
リ
ア
」
と
位
置

付
け
て
い
る
。

Q
武
豊
港
線
（
み
ゆ
き
通
り
）

の
拡
幅
工
事
に
伴
い
、
踏
切
北

側
部
分
が
交
互
通
行
化
さ
れ
る
。

駅
へ
の
右
折
車
両
で
渋
滞
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
役
場
南
交
差

点
か
ら
駅
西
口
区
間
を
交
互
通

行
化
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

建
本
工
事
で
は
踏
切
か
ら

駅
西
口
区
間
を
交
互
通
行
化
す

る
予
定
で
、
役
場
南
交
差
点
か

ら
駅
西
口
区
間
の
交
互
通
行
化

の
予
定
は
な
い
。
役
場
南
交
差

点
形
状
も
課
題
で
、
庁
舎
移
転

後
の
跡
地
を
含
め
た
面
的
な
整

備
検
討
時
に
、
周
辺
道
路
の
交

通
形
態
も
合
わ
せ
て
検
討
し
た

い
。

Q
に
ぎ
わ
い
を
検
討
す
る
な
か

で
、
車
い
す
や
シ
ニ
ア
カ
ー
利

用
者
の
意
見
聴
取
は
さ
れ
た
か
。

建
重
要
な
案
件
な
の
で
、

今
後
意
見
を
う
か
が
っ
て
い
く
。

Q
庁
舎
は
好
立
地
に
あ
り
、
バ

ス
停
横
の
職
員
食
堂
を
時
間
帯

で
一
般
開
放
、
特
に
学
生
に

と
っ
て
は
数
少
な
い
学
習
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
開
放
で
き
な
い

か
。総

常
時
人
の
目
が
あ
る
わ

け
で
は
な
く
、
食
堂
と
事
務
室

の
区
分
け
も
で
き
て
い
な
い
た

め
現
状
で
は
難
し
い
。

▲みゆき通り拡幅後の渋滞は？
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　公約を遵守し実現目指すには

　民営化による財源確保は

　連携して町政を執り行う

　公立も私立も安全な保育

私の公約と町長の公約・町政

の基本方針の目指す方向は共

通。自信を持ち活動していく。

きずな 鈴
すずき

木 絢
あやか

賀

鳥羽悠史新町長のマニフェス

トから、子育て問題について

質問をしました。

梶
かじた

田　進
すすむ

　

Q
対
話
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

を
ど
の
よ
う
に
実
現
す
る
か
。

町長
町
長
参
加
の
意
見
交
換

会
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

住
民
意
向
の
把
握
に
努
め
る
。

Q
駅
前
エ
リ
ア
の
再
開
発
に
つ

い
て
の
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

建
駅
前
再
開
発
の
具
体
的

な
案
は
ま
だ
無
い
が
、
駅
西
グ

ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
基
づ
き
計

画
し
て
い
く
。

Q
み
ゆ
き
通
り
の
事
業
進
捗
状

況
は
。

建
拡
幅
事
業
は
県
に
よ
り

名
鉄
踏
切
か
ら
岩
部
建
設
前
ま

で
進
め
ら
れ
て
い
る
。
東
側
区

間
の
事
業
化
を
要
望
し
て
い
く
。

Q
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
往
復

運
行
は
ど
の
よ
う
に
実
現
を
目

指
す
の
か
。

総
ア
ン
ケ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
て
町
民
の
意
向
を

把
握
し
公
共
交
通
会
議
で
協
議

し
て
い
く
。

Q
本
町
の
防
災
に
対
し
、
ど
の

よ
う
に
お
考
え
か
。

総
行
政
と
住
民
が
一
体
と

な
り
防
災
体
制
の
確
立
を
目
指

す
。

Q
既
に
実
施
し
て
い
る
保
育
内

容
か
ら
ど
う
改
善
す
る
の
か
。

福
延
長
保
育
時
間
の
延
長

な
ど
町
民
ニ
ー
ズ
を
判
断
し
、

知
多
半
島
で
一
番
子
育
て
し
や

す
い
町
を
目
指
す
。

〈
住
み
た
い
人
を
増
や
す
〉

Q
新
町
長
の
政
策
で
、「
武
豊

町
に
住
み
た
い
人
を
増
や

す
」
た
め
の
具
体
策
は
な
に

か
。福

武
豊
町
に
住
み
た
い
人

を
増
や
す
た
め
の
、
５
つ
の
主

要
政
策
と
し
て
、

・
日
本
で
一
番
税
金
が
安
い
町
。

・
知
多
半
島
で
、
一
番
子
育
て

が
し
や
す
い
町
。

・
教
育
に
お
け
る
「
武
豊
モ
デ

ル
」
を
つ
く
る
。

・
対
話
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り

・
町
長
給
与
カ
ッ
ト
１
４
０
０ 

万
円
か
ら
８
０
０
万
円

　
こ
れ
ら
の
主
要
政
策
を
進
め

る
こ
と
で
「
武
豊
に
住
み
た
い

人
が
増
え
る
」
も
の
と
考
え
て

い
る
。

〈
財
源
確
保
は
ど
う
す
る
〉

Q
一
番
子
育
て
し
や
す
い
町
の

課
題
に
対
す
る
取
組
み
へ
の
考

え
は
。

福
公
立
保
育
園
の
民
営
化

を
進
め
、
こ
こ
か
ら
生
ま
れ
る

「
財
源
・
人
材
」
を
確
保
す
る
。

Q
民
営
保
育
園
で
の
重
篤
事
故
、

死
亡
事
故
発
生
率
が
高
く
、
子

ど
も
の
い
の
ち
と
安
全
を
脅
か

す
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。

民
営
化
は
中
止
す
べ
き
で
は
。

福
公
立
・
私
立
に
は
そ
れ

ぞ
れ
の
良
さ
が
あ
る
。
民
営
の

保
育
園
が
で
き
る
ま
で
の
過
程

で
、
安
全
性
、
保
育
力
な
ど
の

確
認
を
必
ず
行
っ
て
い
く
。

▲区画整理以前のみゆき通り

個 

人 

質 

問

▲民営化が検討される南保育園
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〜町民インタビュー〜

武豊とわたし
VOL.21

婦人会に入ったきっかけは ———————
　結婚し、夫の仕事の関係で武豊町へ引っ越して
きました。子どもが生まれ、少し経った頃、家に
ずっといるので社会から取り残されていると感じ
ていました。今みたいに、気軽につながる術がな
かったので、地域になじみたいと思い、子どもが
保育園に入園するときに入会しました。今思うと、
自分の母親も地域のコミュニティに入っており、
それを見て育ったので、入ることに抵抗はありま
せんでした。

印象に残っている活動は ————————
　婦人会各分会での独自の作品を作ることも印象
に残っていますが、全体協力活動として公民館ま
つりやふるさとまつりに参加したことも楽しい思
い出として残っています。スーパーボールすくい
の手伝いやみんなで揃いの浴衣を着て盆踊りの輪
に入り楽しく踊りました。
　婦人会活動を行う中で共に学び、生きがいもあ
り、仲間作りの場でもありました。たくさんの経
験をさせていただき、奉仕の心をもち地域ととも
に楽しく続けてまいりました。「ありがとう」「お疲
れ様」と言ってもらったときがうれしかったです。

苦労したことは ————————————
　婦人会で貸衣装の事業をやっていました。昔は、
例えば結婚式の衣装を割安で貸出し、そのお金を
活動費用としていました。借りてもらわないと事
業として意味がないですし、お金の管理などボラ

ンティアとは違う大変さがありました。しかし、
近年は、衣装の持込料がかかる式場も増え、事業
が縮小し、令和 2 年にコロナ禍も重なり廃業とな
るまでがんばって続けてきました。

婦人会が解散した今のお気持ちは ————
　やっぱり寂しいですね。武豊町婦人会は諸般の
事情により 77 年の歴史に幕を閉じることとなり
ましたが、会員の皆さんと「元気？」とか「今度
はどんな内容の活動をするの？」という会話がで
きなくなりとても残念です。やっぱりコミュニ
ケーションの場だったのだと思います。

武豊町へひとこと ———————————
　私は着物大好き人間です。着物は日本の伝統的
民族衣装です。着物文化の指導者として、これか
らの若い方々に着物の良さを伝承していきたいと
思います。武豊町のイベントとして、1 年に 1 回
は着物を着る機会を作ってほしいです。例えば、
長寿などのお祝いの席や山車まつりのイベントで
着物を着てみんなで踊るというのもいいと思いま
す。

▶議会へのご意見・ご感想はこちらへ
みなさんのご意見を気軽にお聞かせください。
郵送、電話、メール、ホームページから受付
しております。

〒470-2392 武豊町字長尾山２番地
☎ 0569−72−1111（議会事務局へ）

gikai@town.taketoyo.lg.jp
電子アンケートこちら▶▶▶▶▶

次
回 

１
９
３
号
（
９
月
議
会
）
は 

11
月
１
日
発
行
予
定
で
す
。

地域を支えた
婦人会

プロフィール

大
おお

野
の

 由
ゆ

美
み

子
こ

 さん

武豊町婦人会 会長（令和7年解散）
大野由美子きもの学院代表


